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岐阜県坂下町上野玄武岩およぴ高山市南方の

玄武岩溶岩の臥一A蜜年代

宇都浩三＊・山田直利＊＊

UTo，Kozo　and　YAMADA，Naotoshi（1985）　K－Ar　age　of　Ueno　basalt，Sakashita－ch6and　a

　　basalt　lava　south　ofTakayama－shi，GifU　pre艶cture，centr乱l　Japan。β㍑JJ。060」。S郷。」ζψαπ，

　　voL36（1），P，4r7－52・

A恥醜鞭c宜3K－Ar　age　determinations　were　made　on　two　basalt　lavas＆mong　the　widely　scat－

tered　small　scale　basalt1翫vas　around　Ontake　and　Norikura　Volcanoes，Gifu　Prefヒcture，central

Japan、

　　The　Ueno　basalt，which　is　distributed　along　the　Atera色ult　valley　near　Sak＆shita－cho，

is　revealed　to　be　L41±0。12Ma、This　is　consistent　with　its　natural　remanant　magnetism　ofre－

versed　polarity。

　　The　age　ofa　small　lava　How，south　ofTakayama－shi，is2．03土O。20Ma，which　is　con－

sistent　with　the　age　ofthe　underlain　NyUkawa　Pyrocl乱stic　Flow　Deposit（2。3－2．7Ma）．

　　These　age　results　suggest　that　bas＆lt　volcanism　around　Ontake　and　Norikur＆Volcanoes

took　place　f｝om　late　Pliocene　to　early　Pleistocene　time，and　had　a　rather　wide　time　range　of

activity　of　about　a　fe、《r　handred　thousands　ycars。

要　　旨

　岐阜県の御嶽・乗鞍両火山の周辺に散在する小玄武岩

溶岩類の中の2つの玄武岩試料についてK－Ar年代測

定を行った．上野玄武岩は坂下町付近の阿寺断層の西縁

に沿って分布しており，その放射年代はL41±0。12Ma

である．この玄武岩の自然残留磁気が逆帯磁であること

と調和的である．高山市南方の小玄武岩溶岩流の年代は

2．03土0．20Maであり，下位の丹生川火砕流堆積物の年

代（2。3－2。7M＆）と矛盾しない．

　今回の年代測定結果により，御嶽・乗鞍両火山周辺の

玄武岩質火山活動が鮮新世後期から更新世前期にかけ，

約50万年以上とやや長い期問継続したことが示唆され

る．

1．はじめに

　中部日本，岐阜県と長野県の県境付近には，焼岳・乗

鞍・御嶽の第四紀火山が南北に並び，いわゆる乗鞍火山

帯を形成している．これらの火山の周囲には，これらの

成層火山の形成に先立って噴出したと考えられる小規模

な玄武岩溶岩類が多数点在している（鮫島，1958三山田

ほか，19761河田，19821山田ほか，1985）（第1図）．

＊技術部　＊＊地質部

これらの玄武岩溶岩類中最も大きな面積を持つ南端の火

山岩についてはSAMEsH・MA（1955）により上野火山と命

名され，簡単に記載されているにすぎない．しかし，御
　　　　　あげまつ
嶽火山南東麓上松のかんらん石玄武岩についてはKUNO

（1960）によりアルカリかんらん石玄武岩系列に属するこ

とが示され，東北日本弧の数少ないアルカリ岩として注

目を集めた．

　岩石学的に重要なこれらの玄武岩類の噴出年代につい

ては，はっきりしたことはわかっておらず，わずかに丹

治ほか（1977）によりいくつかの玄武岩の自然残留磁気が

逆帯磁していること，柴田・山田（1977）により上野玄武

岩のK－Ar年代がL2Na＞＊であることが示されている

にすぎない．

　数百万年未満の若い火山岩類のK－Ar年代測定は，そ

の少ない放射起源アルゴン量のゆえに，十分慎重な取り

扱いを必要とする．地質調査所においても，近年本格的

に第四紀火山岩類のK・一Ar年代測定にとりくむようにな

り，百万年以下の火山岩についても十分精度の高い年代

値を得ることが可能となってきた．今回，以前の測定で

は噴出年代の決定を下すに至らなかった上野玄武岩と，

＊柴田・山田（1977）ではLIMa＞とされているが，これは年代計算

に古い壊変定数が用いられている．新しい壊変定数（STEIGER　and

JκGER，1977）を用v・て再計算するとわずかに古く，1．2Ma＞とな
る．

一47



地質調査所月報（第36巻第1号）

N137。1σ

　　　　□高山
　　　　邑

　ρ◎TY－163ρ
　　　ダ

岐

阜

県
　　川

騨

飛

　　　　ノ137。30’

　　　　　　　　’》、
　　　　　鴨纏轟甑

　　　　　やモヘ　ね　　　

　　　　〆響騨

　　　　　　　　　〆
　　　　系　　　　．ノ

畿　　　　ノき　　　　　　　　メ　　　　難蝋簿／
　　　　穫　獄魏鶴、
　　　憾継　 譲1

灘鍵、難
　ノび讐　　　　1
／　駆篭酵墜
〆　　驚　蟻
＼一～，一，

　　し、、流ノノ
⇔ ＼鮒

　＼

夢ρ

認
．
寧

◎

長

，．ダ

　野

県

36。

上松

37。

360

136。 138。

懲

74031305

毒

付

知

川

ノ

㌧
＼
、

魎　　　35。3σ

　　　　　曽
侮／命
（
し
き

坂下

川

木

10km
’
1

第1図 中部地方における鮮新一更新世玄武岩類（黒色）と後期第四紀火山岩類（アミ）の分布
矢印は測定試料採取地点を示す．山田ほか（1974）に基き，一部修正．

高山市南方の玄武岩溶岩の2試料について，K－Ar年代

測定を試みた．以下にその結果を示し，考察を加える．

なお，試料採集は山田が，年代測定は宇都がそれぞれ担

当し，測定結果の考察は共同で行った．

H．年代測定試料

　L　岐阜県恵那郡坂下町小野沢，上野玄武岩

　　（74031305，GSJ　R26746）

　　（35。35’55”N，137028’52”E）

上野玄武岩は阿寺断層の西側に沿い北西一南東方向に

細長く伸びた（約3×10km）小溶岩体である．旧木曽川

の河川堆積物である鮮新世土岐砂礫層をほぼ整合的に覆

い（山田・村山，19581河田，1961），1枚の厚い溶岩流

からなる（SAMEsHIMA，1955）とされている．しかし。，斑晶

組合わせの上で少なくとも2種類1かんらん石＋普通輝

石＋斜長石（SAMEsHIMA，1955；山田・村山，1958）’と

かんらん石±斜長石（河田，19611柴田・山田，1977〉，

の岩石があり，複数枚の溶岩流が存在しているようであ

る．付知川流域の土岐砂礫層中には濃飛流紋岩類や花嵐

岩類の円礫に混って上野玄武岩に類似した玄武岩礫が混

入することがあり（山田・村山，1958三河田，19611恵

那団研グループ，1966），上野玄武岩の噴出に先立ち旧木

曽川の上流域において同様な玄武岩類の火山活動が起っ

ていたことがわかる．

測定試料は，柴田・山田（1977），丹治ほか（1977）によ

りK－Ar年代測定および自然残留磁気測定が行われた

同一試料である．今回新たにカリウムおよびアルゴンの

測定用に粉砕の段階から試料を再調製した．試料は第2

図に示すように道路脇の切割から採取したもので，淡灰

一灰色を呈し，緻密新鮮で，肉眼で1mm前後のかんら

ん石斑晶が多数認められる．鏡下で観察すると斑晶鉱物

として1・5mm以下の自形のかんらん石と斜長石が存在

する．かんらん石はクロムスピネルを多数包有し，厚い

（約20μm）斜方輝石の反応縁を持つ．大部分は新鮮であ
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撫姦ミ簗釜診蘇測1

万鱗．．睾・鰺締》

第2図（a）上野玄武岩（74031305）の試料採取地点

　　　（国土地理院発行　2万5千分の1地形図r付知」の一部）

るが，一部周縁部や割れ目に沿いイディングサイト化し

ている．石基は斜長石・単斜輝石・斜方輝石・不透明鉱

物およびごく少量の褐色ガラスから成り新鮮である．

　2・　岐阜県大野郡宮村，高山本線飛騨一之宮駅北方，

　　普通輝石かんらん石玄武岩

　　（TY－163，GSJ　R26748）

　　　（3605115”N，137015／02”E）

　乗鞍火山西方の5万分の1地質図幅r高山」（山田ほ

か，1985）およびr三目町」（河田，1982）地域内にも，

御嶽火山南および西麓ほどではないが，ごく小規模なか

んらん石玄武岩質の溶岩および岩脈が点在しており，同

時期の火山活動の産物と考えられてきた（鮫島，1958；

柴田・山田，1977）．

　一之宮付近の玄武岩は主に濃飛流紋岩類分布地域内に

点在するいくつかの小岩体からなり，それぞれ溶岩流ま

たは岩頸と考えられる．試料を採取した岩体は，約100

×300mの範囲に分布し，みかけの厚さ20－30m程度の溶

岩流で，下位に赤褐色の玄武岩質スコリア層を伴い，また

その下位に，著しい粘土化変質を受けたデイサイト溶結

凝灰岩がわずかに露出している．このデイサイト溶結凝

灰岩は，乗鞍岳西方山腹から高山盆地一帯にかけて広く

分布している丹生川火砕流堆積物〔山田ほか，1985；梶

田・石原（1977）の荒城川火砕流〕に相当し，そのK－Ar

年代（全岩）は，2。3－2。5Ma（曽屋・小林，1982），また

フィッション・トラック年代は2．7±0。3Ma（山田ほか，

1983）と報告され，鮮新世後期に生成したことがわかっ

ている．試料は林道脇の溶岩の露頭から採取した．肉眼

的には緻密・暗灰色で，1mm大のかんらん石斑晶が認

められる．鏡下では斑晶鉱物として径L5mm以下のか

んらん石（約5－6％），1mm以下の普通輝石（約2％），ご

第2図（b）高山市南方の玄武岩（TY－163）の試料採

　取地点　（国土地理院発行　2万5千分の1地形図r三日町」及

　びr高山」の一部）

く少量（1％＞）の斜長石が存在する．まれに紫蘇輝石の

微斑晶も認められる．一部のかんらん石の周縁部がイデ

ィングサイト化しているほか，微斑晶がまれに緑色の粘

土鉱物に変っている．20μm以下の自形クロムスピネル

を多数包有しており，薄い（約10μm）斜方（？）輝石の反

応縁を持つものが多い．石基は斜長石・単斜輝石・斜方

輝石・不透明鉱物および少量の褐色ガラスから成り，お

おねむ新鮮である．

皿．K－Ar年代測定

　測定試料は肉眼的に新鮮な部分を100g程度粗粉砕し，

5－10メッシュのサイズに揃えた．アルゴン測定用には上

記試料を用い，カリウム測定用には上記サイズのものの

一部を細粉化したものを用いた．アルゴン抽出は石英一

パイレックスガラス製高真空装置を用いた．使い捨ての

モリブデン箔製ルツボは，あらかじめ真空中で5分間，

約1300℃で空焼きし脱ガス化させた．試料取り付け後，

抽出装置全体を200℃で3時問，岩石試料は約100。Cで14

時問程度焼き出しを行った．試料は高周波加熱炉を用い

て約1300℃に加熱し融解させた．約1000。Cまで加熱した

段階で一定量（約2×10－6ml　STP）の38Arスパイクを加

えた．発生したガスは，液体窒素トラップと2本の金属

チタンスポンジを用いて精製した後，活性炭フィンガー

にアルゴンを捕集し，真空中で抽出装置から切り離した．

アルゴン同位体比測定はマイクロマス6型質量分析計を

用い静作動方式で行った．測定条件は，電子加速電圧75

kV，エミツション電流100μA，イオン加速電圧2kVで

あった．出力はチャートレコーダーで受け，記録紙上で
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第1表　尽一Ar年代測定結果

KANo． Sample　No． Rock Material K20
（％）

40Ar7認　　40Arα餓
　　（10－6mlSTP／9）

Atm．40Ar
　　（％）

Age
（Ma）

955

963

962

977

317＊

TY－163

74031305

74031305

basalt　lava

basalt　la，va

basalt　Iava

whole　rock

whole　rock

whole　rock

0，758フ0，752

LOO6，LO17

LO48

0．0499　　0．2034

0．0488　　0．3479

0．0472　　0．3132

0．0457　　0．1191

0．0195　　L377

80．3

87．7

86．90

72．26

98．6

2．05±0．20

2．00±0．33

2．03±0．20

L45士0．22

L40士0．10

1．41±：0．12

1．2＞

（0．58）＊＊

＊柴田・山田（1977）　＊＊計算上求めた年代値

40Ar／38Ar，36Ar／38Ar比を読み取った．

　カリウムの測定は原子吸光分析法によって行V・・NaCI

をバッファーとして用いた．

　測定結果を第1表に示す．年代計算に用いた定数は

以下の通りである；λβ一4．962×10一10／y，λ。＝0．581×

10－10／y，40K／K＝0。01167atm％（STEIGER　and　JAGER，

1977）．誤差計算はCox　and　DARLYMPLE（1967）に従い1

σで示してある（内海・柴田，1980）．

　各々の試料とも2回の測定結果は良く一致しており，

十分信頼性の高い測定値といえる．2回の測定結果を荷

重平均し，各々の年代値とした．

　上野玄武岩にっいては以前同一試料についてL2Ma

よりは若いと報告されたが（柴田・山田，1977），今回の

測定結果はそれより多少古い1．41土0．12Maとなった．

両者の測定データについて第1表に示した．以前の測定

では試料1gあたりの大気40Ar量（40Arα加）が今回の測

定に比べ4倍以上も多く，その結果大気の混入率（Atm・

40Ar％）が98・6％と著しく高かった・K－Ar年代測定にお

いて大気アルゴンの混入率が高いほど年代値に対する

誤差が大きくなることは良く知られた事実（Cox　and

DARLYMPLE，1967）であり，柴田・山田（1977）の測定で

は誤差が100％以上に達した．従って，計算上求められる

年代値0．58Maの倍より古くはならないだろうという

ことでL2Ma以下という噴出年代の推定がなされた．

　今回の測定においては40Arα枷をなるべく減らすため

に先に述べたような2つの手段，すなわちルツボの空焼

きと試料の長時間予熱，を行った．その結果，前回に比

べ40Arα加が1／4以下に減少し，従って大気の混入率を低

くすることができた．故に，今回の測定結果の方がより

信頼の高い年代値を示していると考える．

IV．測定結果の意義

第1表に示したように上野玄武岩については1．41±

0．12Ma，高山市南方の玄武岩については2．03±0．20Ma

と，誤差を超えて有意の年代差が得られた．両者とも新

鮮な試料であり且つ繰り返し測定の再現性も良く・真の

噴出年代を示していると考えられる．

　高山市南方の玄武岩は，先に述べたように，2。3－2。5

Ma（K－Ar年代）または2。7土0，3Ma（フィッション・ト

ラック年代）を示す丹生川火砕流堆積物を一部では覆い，

一部では貫いており（山田ほか，1985），この玄武岩が

2．03±0．20Ma（鮮新世末期）の年代を示すことと矛盾し

ない．この玄武岩は，おそらく，濃飛流紋岩類と美濃帯

中・古生層の境界をなすNE－SW方向の断層に支配され

て貫入または噴出し，点在する小岩体を形成したもので

あろう．

　一方，上野玄武岩に整合的に覆われる土岐砂礫層中に

は玄武岩の礫が含まれており，上野玄武岩の噴出，つま

り約L4Ma以前にも，同質の火山活動が高山付近だけ

でなく，御嶽山南方でも起っていたことになる．従っ

て，御嶽・乗鞍両火山周辺の玄武岩火山活動は，鮮新世

末期から更新世初期にかけて，少なくとも約50万年以上

は続いたといえよう．

　御嶽・乗鞍両火山周辺の玄武岩質溶岩は40×70kmの

範囲に小規模な溶岩流や岩脈として多数（30以上）点在し

ており（山田ほか，19761河田，19821山田ほか，1985），

噴出中心が多数存在したことがわかる．これらの玄武岩

類は，これまでの記載を見る限リクロムスピネルを多数

包有したかんらん石斑晶に富み，斜長石斑晶を欠くかご

く少量のみ含むなどの点（山田・村山，19581片田・礒

見，19581河田，1961，1982）で良く類似している．上

記のことからこれら玄武岩類は1つの独立単成火山群を

形成していた可能性がある．

　目本における代表的な独立単成火山群は，東伊豆（荒

牧・葉室，1977），阿武（藤・宇井，1979），神鍋（古山，

1973）など火山地形の非常に明瞭な新しい時代のものに
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岐阜県坂下町上野玄武岩および高山市南方の玄武岩溶岩のK－Ar年代（宇都浩三・山田直利）

限られており，1つの単成火山群の活動の時間的な幅，

つまり寿命がどれくらいであるか知られていない．しか

し，北米カリフォルニア州のコソ火山地域には，1。1Ma

から現世までの玄武岩と流紋岩のバイモーダルな単成火

山群の活動が知られている（DuFFIELD6tα」．1980）．この

例は，独立単成火山群といえども複成火山と同様にかな

り長い寿命を持ちうることを示している．今回の2試料

の年代値の差，約60万年はその意味では決して大きすぎ

るとはいえないだろう．この地域の玄武岩類の年代学，

地質学，岩石学をさらに進めることにより独立単成火山

群の火山活動をより明確に知ることができると期待され

る．
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